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■■  ははじじめめにに  
 カワヒバリガイは中国・朝鮮半島原産の付着性二枚貝で、
大発生すると水路や配管を閉塞させ、水利用に重大な影
響を及ぼすことが報告されている。カワヒバリガイは生活
史の初期を微小な浮遊幼生として過ごし、水流とともに移
動する性質がある(図1)。そのため、分布拡大を抑制する
ことが難しく、現在もなお、新たな侵入・定着地点の発見
が続いている。 
 侵略的外来種への対応は、早期の侵入検知と駆除対策
の実施が望ましい。しかし、侵入初期のカワヒバリガイは目
視による発見が難しく、対策の遅れが問題となっている。
また、現地調査や対策を立案するために貯水池などの施
設の運用を差し止めることは難しく、水利用を管理する現
場への負荷の少ない調査手法が求められていた。 
 これらの問題を克服するために、我々は環境DNA分析
等の新たな技術を用いたカワヒバリガイの早期検出手法を
開発し、広域的な生息情報を把握するとともに、水利施設
を管理する土地改良区などとともに対策を実施している。 
 
■ 活活動動内内容容  
１．モニタリング調査による拡大経路の解明 
 利根川下流域を対象とする広域モニタリング調査を通し
て、カワヒバリガイが河川や水路を経由して分布拡大して
いること、また水路やパイプライン等による人為的な水利
用が、水系を超えた分布拡大を引き起こしていることなど
明らかにした(図2, 関連情報1-3)。 
 
２．環境DNAを用いた高感度モニタリング技術の開発 
 生物が環境中に放出するDNAを分離・検出する環境
DNA分析の技術を応用し、水中に生息するカワヒバリガイ
を高感度に検出する手法を開発した。この手法を用いるこ
とで、従来の目視調査やプランクトン幼生を用いたモニタ
リング手法よりも高い感度でカワヒバリガイの侵入を検知す
ることが可能となった。この手法は現地で採水するだけな
ので調査に要する時間が短く、貯水池などの施設運用に
もほとんど影響を及ぼさない。そのため、これまで調査の
行われていなかった地域を含む網羅的なモニタリング調
査が可能になった(図3, 関連情報4-5)。 

 
3. カワヒバリガイ対策の技術開発と普及 
 貯水池から水を抜いて乾燥させることで、貯水池内に生
息するカワヒバリガイを斃死させることができる。繁殖期を

避け、斃死に必要十分な期間水を抜くことで、効率的な駆
除が可能となる。現在、これらの検知・駆除技術を体系化
し、土地改良区などの水利施設管理組織と連携して活用
するための標準手順書（SOP）を作成している。 
 一連の研究開発は農業生態系における生物多様性の
保全と、それに伴う持続可能な農業生産の発展に寄与す
ることが期待される 
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関関東東地地方方ににおおけけるる特特定定外外来来生生物物  
カカワワヒヒババリリガガイイのの分分布布拡拡大大のの現現状状とと、、  

環環境境DDNNAA分分析析にによよるる早早期期対対策策のの可可能能性性 
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